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目的：HD 治療中に低血圧となり、処置を行うことに臨床上よく遭遇するが、HD 患者の血

圧管理は大きな問題点の一つである。当院では日機装社製個人用透析装置 DBB-27
を導入し使用する機会を得た。本装置にはブラッドボリューム計（以下 BV 計と略す）

が付属され、それを使用することが可能となった。今回、安全な HD を行うために

BV 計を体外循環中の生体情報モニターとして使用し、治療を行い若干の知見を得た

ので報告する。 
 
方法：使用に対して BV 計及び日機装社製血液回路 NV-Y367P を使用し循環血液量変化率

（以下⊿BV と略す）を評価した。 
対象症例は当院にて維持透析を行っている慢性透析患者 8 名（男性 4 名，女性 4 名）。

平均年齢は 62.9±24.1 歳、透析歴は 11±3 年、原疾患に DM を有する患者 5 名と

DM を有さない患者 3 名であった。ブラッドアクセスは、内シャント 6 名、動脈表

在化１名、人工血管 1 名であった。今回の検討は全８症例の内、比較的治療中の血

圧が安定している４症例に対して行った。 
 
結果：除水経過における⊿BV を確認したとき、各症例で除水量の増加に伴い⊿ＢＶの低下

が認められた。また、除水経過と⊿BV の相関係数は症例 1 で R＝0.21、症例 2 で R
＝0.98、症例 3 で R＝0.94、症例 4 で R=0.94、平均では R＝0.77 と良好であった。 
血圧の変動と⊿ＢＶとの相関を調べたところ、症例 1でR＝0.61、症例 2でR＝0.27、
症例 3 で R＝0.73、症例 4 で R=0.41、平均では R＝0.51 であった。 

 
まとめ：日機装社製ＢＶ計は回路に特別な特殊材料を付加することなく、装置に容易に取

り付けることができ、生体情報モニターとして簡易に⊿ＢＶを確認できるこが可

能であった。今後も引き続き除水経過や血圧変化に加え、HD 前・中・後のヘマト

クリット値や HD 治療中の体重変化等のデータを集積することで BV 計からの生

体情報モニターとして安定した透析治療を行えるように検討していきたい。 
 
 
 
 



 
 


